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一年を降り返って 

 

●前任会長の時間● 
ロータリーのメモ 決議
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現行の［決議 23-34］の

全文は以下の通りです。 

『決議 23-34 

ロータリーにおいて社会

奉仕とは、ロータリアン

のすべてがその個人生

活、事業生活、および社会生活に奉仕の理想を適

用することを奨励、育成することである。 

この奉仕の理想の適用を実行することについて

は、多くのクラブが会員による奉仕にその機会を

与えるものとして、さまざまな社会奉仕活動を進

めてきている。以下に掲げる諸原則は、ロータリ

アンおよびロータリークラブの指針として、ま

た、社会奉仕活動に対するロータリーの方針を明

確に表すものとして適切であることを認め、これ

を採用するものである。 

１. ロータリーは、基本的には、一つの人生哲学

であり、それは利己的な欲求と義務およびこれに

伴う他人のために奉仕したいという感情とのあい

だに常に存在する矛盾を和らげようとするもので

あ 
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四つのテスト 言行はこれに照らしてから 

１．真実かどうか      
２．みんなに公平か 
３．好意と友情を深めるか 
４．みんなのためになるかどうか 

る。この哲学は奉仕－「超我の奉仕」－の哲学であ

り、「最もよく奉仕する者、最も多く報いられる」と

いう実践理論の原理に基づくものである。 

２. 本来ロータリークラブは、事業および専門職務に

携わる人の代表として、ロータリーの奉仕の哲学を受

入れ、次のことを実行することを目指している人々の

集りである。 

(1) 奉仕の理論が職業および人生における成功と幸福

の真の基礎であることを団体で学ぶこと。 

(2) 自分たちのあいだにおいても、また地域社会に対

しても、その実際例を団体で示すこと。 

(3) 各人が個人としてこの理論をそれぞれの職業およ

び日常生活において実践に移すこと。 

(4) 個人として、また団体としても大いにこの教えを

説き､その実例を示すことによって、ロータリアンだ

けでなく、ロータリアン以外の人々すべてが、理論的

にも実践的にも、これを受入れるように励ますこと。 

３. 国際ロータリーは次の目的のために存在する団体

である。 

(1) ロータリーの奉仕の理想の擁護、育成および全世

界への普及。 

(2) ロータリークラブの設立、激励、援助および運営

の管理。 

(3) 一種の情報交換所として、各クラブの問題を研究

し、また強制でなく有益な助言を与えることによって

各クラブの運営方法の標準化を図り、社会奉仕活動に

ついても、既に広く多くのクラブによってその価値が

実証されており、国際ロータリー定款に掲げられてい

るロータリーの綱領の趣旨にかない、これを乱す恐れ
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のない社会奉仕活動によってのみ、その標準化を図ること。 

４. 奉仕するものは行動しなければならない。従って、ロータリーとは単なる心構えのことを言うのではな

く、また、ロータリーの哲学も単に主観的なものであってはならず、それを客観的な行動に表さなければ

ならない。そして、ロータリアン個人もロータリークラブも、奉仕の理論を実践に移さなければならな

い。そこで、ロータリークラブの団体的行動は次のような条件の下に行うよう勧められている。いずれの

ロータリークラブも、毎年度、何か一つの主だった社会奉仕活動を、それもなるべく毎年度異なってい

て、できればその年度内に完了できるようなものを、後援するようにすることが望ましい。この奉仕活動

は、地域社会が本当に必要としているものに基づいたものであり、かつ、クラブ全員の一致した協力を必

要とするものでなければならない。これは、クラブ会員の地域社会における個々の奉仕を奨励するために

クラブが継続的に実施しているプログラムとは別に行われるべきものとする。 

５. 各ロータリークラブはクラブとして関心があり、またその地域社会に適した社会奉仕活動を自主的に選

ぶことについては絶対的な権利をもっている。しかし、いかなるクラブも、ロータリーの綱領を無視した

り、ロータリークラブ結成の本来の目的を危うくするような社会奉仕活動を行ってはならない。そして国

際ロータリーは、一般的な奉仕活動を研究し、標準化し推進し、これに関する有益な示唆を与えることは

あっても、しかし、どんなクラブのどんな社会奉仕活動にせよ、それを命じたり禁じたりすることは絶対

にしてはならないものとする。 

６ 個々のロータリークラブの社会奉仕活動の選択を律する規定は別に設けられていないが、これに関する

指針として以下の準則が推奨されている。 

(1) ロータリーの会員の数には限りがあるので、ロータリークラブは、市民全体の積極的な支持なくしては

成功しえないような広範囲の社会奉仕活動は、ほかに地域社会全体のために発言し、行動する適切な市民

団体などの存在しない土地の場合に限り、これを行うこととすべきであり、商工会議所のある土地では、

ロータリークラブはその仕事の邪魔をしたり、横取りをしたりすることのないようにしなければならな

い。しかし、ロータリアンとしては、奉仕を誓い、その理念の教えを受けた個人として、その土地の商工

会議所の会員となって活躍すべきであり、また、その土地の市民として、他の善良な市民と一緒に広くす

べての社会奉仕活動に関与し、その能力の許す限り、金や仕事のうえでその分を果たすべきである。 

(2) 一般的に言って、ロータリークラブは、どんな立派な事業であっても、クラブがその遂行に対する責任

の全部または一部を負う用意と意思のない限り、その後援をしてはならない。 

(3) ロータリークラブが奉仕活動を選ぶ場合に宣伝をその主たる目標としてはならないが、ロータリーの影

響力を拡大する一つの方法として、クラブが立派に遂行した有益な事業については正しい広報が行われる

べきである。 

(4) ロータリークラブは、仕事の重複を避けるようにする必要があり、総じて、他に機関があり、それに

よって既に立派に行われている事業に乗り出すようなことをしてはならない。 

(5) ロータリークラブの奉仕活動は、なるべく現存の機関に協力する形で行うことが望ましいが、現存機関

の設備や能力が目的の遂行に 

不十分である場合には、必要に応じ、新たに機関を設けることにしても差し支えない。ロータリークラブ

としては、新たに重複した機関をつくるよりも、現存の機関を活することのほうが望ましい。 

(6) ロータリークラブはそのすべての活動において、宣伝者として優れた働きをし、多大の成功を収めてい

る。ロータリークラブは地域社会に存在する問題を見つけ出すことはしても、それがその地域社会全体の

責任にかかわるものである場合には、単独でそれに手を下すようなことはしないで、他の人々にその解決

の必要を悟らせる努力をし、地域社会全体にその責任を自覚させて、この仕事がロータリーだけの責任に

ならないで､本来その責任のある地域社会全体の仕事になるようにしている。また、ロータリーは、事業を

始めたり、指導したりするが、一方、当然それに関心をもっていると考えられる他のすべての団体の協力

を得るよう努力すべきであり、そして、当然ロータリークラブに帰すべき功績であっても、それに対する

自分のほうの力を最小限度に評価して、そのすべてを協力者の手柄にするようにしなければならない。 

職業倫理高揚を全面に押し立てて、社会改良運動に取り組んだロータリーと、当時シカゴに台頭したマ

フィアとの関係を見逃すことはできません。世に有用な職業を前提とするロータリーと、世に有害な職業

を前提とするマフィアが、ここで真正面から対決するわけです。ロータリーの古い文献を調べると、これ

に関する幾つかの記述を見ることが出来ます。 

1899 年にブルックリンで生まれたアル・カポネは、10 代半ばでニョーヨーク・マフィアのチンピラとな

り、1910 年頃からシカゴで勢力を伸ばしつつあったジョニー・トリオの片腕となったのは 1919 年、彼が 

20 歳の時でした。1920 年禁酒法施行と共に、マフィアは大きく勢力を伸ばしていきます。 

(7) クラブがひと固まりとなって行動するだけで足りるような事業よりも、広くすべてのロータリアンが

個々の力を動員するもののほうがロータリーの精神によりかなっているといえる。それは、ロータリーク

ラブでの社会奉仕活動は、ロータリークラブの会員に奉仕の訓

練を施すために考えられたいわば研究室の実験としてのみこれ

を見るべきであるからである。 

（23-34,26-6,36-15,51-9,66-49）』 
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●幹事報告● 

幹事代理  

南良暢君 

①2640地区より  

ハイライトよねやま 

2025-26年度国際ロータリー

会長  

フランチェスコ・アレッ

ツォ氏（イタリア、ラクー

ザ・RC所属）が理事会により選出されました。

（回覧） 

例会変更は、ホワイトボードに掲載しています 

次回の例会は、７月２日 初例会（上着、ネクタ

イ着用お願い致します） 

 

●委員会報告● 

社会奉仕委員会 

わんぱく相撲 有田場所 協賛金 

 

事務局 中尾さなえさん  

クラブよりお礼を頂きまし

た。こちらこそいつもあり

がとうございます。 

四つのテスト 唱和 言行はこれに照らしてから 

１．真実かどうか      
２．みんなに公平か 
３．好意と友情を深めるか 
４．みんなのためになるかどうか 

●ニコニコ箱報告● 

前任君：一年間有難うございました。 

永石睦巳君：前会長そして親愛なるメンバー各位

本年度もお疲れ様でした。 

大浦輝彦君：皆さんこんばんは！会長・幹事一年

間お疲れ様でした。 

樋口明君：前会長・寺村幹事様一年間お疲れ様で

した。 

梅本茂喜君：前会長・寺村幹事様一年間有難うご

ざいました。 

中屋喜臣君：こんばんは！前会長・寺村幹事一年

間お疲れ様でした。次年度頑張ります。 

加納恒儀君：本日もお願い致します。 

中尾さなえ：会長・幹事壱年間お疲れ様でした。

有難うございました。家のエアコン2台壊れまし

た、ショックです。熱中症に気をつけて下さい。    

 

●一年を降り返って● 

会長 前任君 

まずもって、一年間ご協力を賜りました会員の皆

様に御礼申し上げます。有り難うございました。 

昨年の７月３日、この例会場で運営基本方針を

述べさせていただきました。有田の先輩クラブの

会長・幹事、ガバナー補佐にもお越し頂き、一年

間の会長年度がスタートしました。三ヶ月前に２

５周年事業を終えてまもなくの時期でしたが、多

くの方に出席頂いたことを記憶しております。 

アーチックＲＩ会長がテーマとして掲げられた

のは「ロータリーのマジック」でした。「マジッ

ク」というフレーズは魔法でも、呪文を唱えて実

現する事では無い、ロータリアンの日々の地道な

活動が結実する事であり、奉仕活動や寄付行為が

我々ロータリアンに課せられた実践活動を突き詰

めれば、まるで「マジック」のように劇的に好転

することを確信してテーマとされました。 

また、野村壮吾2640地区ガバナーはロータリーの

原点は「親睦」と「奉仕」であり、現在の価値観

として親睦・リーダーシップ・高潔性・多様性・

奉仕の５項目を挙げられました。RIの定めた７つ

の重点項目を含め、地域での奉仕活動に対し重点

的に取り組むことを目標とされました。時代と共

に変化を重ねてきましたが「変わらないのは、

ロータリアン一人一人の奉仕に対する思いや行

動」である力説されました。 

そしてそれらのベースになるのが「四つのテス

ト」であるとされ、「四つのテスト」はロータリ

アンが活動する際の基準や道徳的な指針であり、

３ 

有田２０００ロータリークラブ 会報 



 

 

 閉会点鐘  

 前任会長 

４ 

クラブの基本理念の一部であるとおっしゃっています。さらにロータリーの奉仕活動の原点は会員一

人一人による日々の活動であるとされました。 

私はＲＩ会長や地区ガバナーの方針を基に考えたのは、会員各々が、ロータリーの原点に立ち返

り、自らを見つめ直し、そして日々の奉仕活動に取り組んで行くことが重要でないか、そして、多く

の仲間を迎え、次世代へとこの活動を継続させることが重要と思いました。 

 そこで３つの柱を基に活動計画を策定しました。１つは奉仕活動を地道に積み重ね、次世代へつな

いでゆく。２つ目は会員の増強、３つ目は少ない会員数に応じた組織のあり方でした。 

 １つ目は小さなクラブ故の奉仕活動をどうするかという問いかけです。諸先輩方が始められた様々

な奉仕活動を継承する事をメインとして、時代と共に変化し、また、地域のニーズに応じた活動を模

索して参りました。クラブ予算も限られている中で効果的な活動を進め無ければなりませんが、より

良い奉仕活動を考え、実践する事を繰り返しながら現在に至っていると思います。私としては奉仕活

動について、イベントや催し物的なものでなく、コツコツと行うイメージがあったので奇をてらわな

い地味な活動をいつもイメージしています。ただ、現状ＲＩからは奉仕活動をＰＲして、イメージの

向上を図ることが命題として通達されています。確かに地域の方々をはじめ社会全般に認知される事

は重要だと思います。しかし、奉仕活動とはＰＲするものではなく、活動によって多くの方々に喜ん

で頂ける、笑顔が増えてゆくのが本来であると考えています。ですから、地道な活動を続けることが

大切であり、やがて徐々であると思いますが地域の方々に認知されていき、それに賛同される方々が

活動の輪に参加されてゆくような状況が好ましい姿ではないかと思います。 

本年度は各奉仕委員会の方々が従来の活動を基本にして運営して頂きました。白木海岸清掃、有田

川駅伝、小学校への図書寄贈は従来と同じように実施され、カラフルフェスタや子ども食堂支援等は

昨年よりボリュームアップしました。次年度も同様に継続されることを願っております。また、事務

局の中尾さんが「ロータリーの友」や「ガバナー月信」への投稿をして頂いたのでロータリー内への

アピールは出来たと思います。対外的な広報は次年度会長が意欲的ですのでお任せしようと思いま

す。 

 ２つ目の会員増強については、永石直前会長はじめ皆さんのご尽力で則藤さんと鳴見さんのお二人

を会員として迎えることが出来ました。ただ、鳴見さんが突然倒れられ、帰らぬ人となり、非常に

ショックを受けました。後半には宮崎さんも入会する直前まで話が進みましたが、ご本人の都合で少

し様子を見ることになりました。会員の皆さんが日頃から「増強」の意識を持って一年間取り組んで

頂き感謝の念しかございません。最終的には純増１名ですが、３名の方にクラブの門をくぐって頂け

たと思えば、初期の目的は達成したのではないかと思います。 

 以前、地区の会議で他のクラブの会員とディスカッションする事があり、会員増強が話題に上がり

ました。たしか堺市内のクラブの方でしたが、クラブの規模にもよるが適正な会員数を５０名以上と

すると、人口２０～３０万人に１クラブぐらいが良いのではないかと言うところに行き着きました。

和歌山市は３５万人に９クラブ、堺市は８０万人に８クラブ、我が有田地方は人口６万６千人に３ク

ラブとおおよそ適正とは言えない環境ですから、一口に「増強」と言っても簡単に出来ない状況であ

ると思います。そのような厳しい中でも、会員増強をおろそかには出来ないと思いますが、これは

ロータリーに関わらず多くの諸団体の共通した永遠の課題ではないかと感じます。 

 ３つ目は「現状に即した組織運営」は、会長エレクトの時にクラブ組織を考えたときに役員と委員

長職が在籍会員数より多く、兼務をお願いしなければならない状況でした。また、永石直前会長が

「委員会で案件を協議して、理事会へ提出する」のが本来の姿ではないか？さらに委員会には協議を

する人数が必要では？との問いかけに答えるべく一年をかけて考えてみました。有田ＲＣでは、クラ

ブ奉仕関係とその他の奉仕委員会を２つに分けた組織にしていました。私たちのクラブは従来型の委

員会構成であり、たぶん創立時より長らく続けていましたが、その後１０年ぐらい経過した頃にも会

員数が減り、一部の委員会を統合して現在の形になったと記憶しています。 

年度当初には大体の組織図の素案を持っていたので、腰を据えて出来そうだなと考えていました。

しかし、よく考えると次年度の組織を策定するまでにある程度の状態まで仕上げないと会長エレクト

に迷惑をかけることになってしまう事に気がつき、ややペースを上げて取り組みました。途中で会員

の皆さんに意見をもらいながら調整し、ようやく次年度理事役員会に間に合うように策定が完了でき

ました。今後はこの状態でクラブ運営に支障が出ないかを検証して行きたいと思います。 
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